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− −第２章「パラジウム触媒 有機ホウ素を用いる４ −ペンテンー１，３ ジオール誘導体の炭素—
−炭素結合切断反応の開発」では、第一章で用いた４ ビニル環状カーボネートの原料であ
− −る４ ペンテンー１，３ ジオール誘導体を直接用いても同様の C-C 切断反応が進むことを明
らかにした。この切断反応はパラジウムによって触媒される。 
 本反応の開発はジオールを環式カーボネートに変換する反応を一段階短縮できるとい
























 なお、第１章の内容については J. Chem. Soc., Chem. Commun. (impact factor 
4.031)、第３章の内容については J. Am. Chem. Soc. (impact factor 6.516)、 第 4 章の
内容については J. Chem. Soc., Chem. Commun. (impact factor 4.031)に公表してい
る。なお、第２章の内容の一部については現在、投稿準備中である。 
その他、関連論文として J. Am. Chem. Soc. (impact factor 6.516)と Angew. Chem. 
(impact factor 8.427)にそれぞれ一編を報告している。 
 
 以上のように本論文は遷移金属触媒化学のみならず、有機工業化学、ヘテロ環化学、物
理有機化学の進歩に大きく貢献するものであると認め、博士（工学）の学位に値するもの
として合格と判定した。 
 
